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GeneralGoodsFertilizer EdibleOil Others Total
Forecast2015 1.179 179 219 30 1,606 388 1,994


























Casel 0 60 0 0 60 0 60
Case2 200 90 0 10 300 100 400

































































実現 する。 もし、ネパール着発の国際通過貨物に関して、国境 において多大 の費用と時間を要する
「貨物積み替えの廃止」と「通関手続きの簡素化」に係る国際的合意（Protocol) がバングラデシュ、
インド、 ネパールの三国間で成立すれば、モングラ港はこの地域 における国際港としての優位性を
確保し、競争力 を増大する事になろう。その結果として、ネパール或いはその周辺地域との貿易拡
大による便益は関係諸国を稗益する事 になる。程度の差はあるが、ブータンとの間にも同様の事が
期待 されている。
国際的な広がりを持つ地域における運輸交通基盤の整備は、周辺諸国の地域開発 ポテンシャルを
統合し、経済活動を活性化する潜在的 な機能 を持つだけでなく、国境を跨ぐ地域の経済社会活動の
相互依存を促し、ひいては地域 の安定 と安全保障に寄与する側面を持つ。
尚、本研究は、東日本鉄道文化財団の平成12年度研究助成を受けて行ったもので、東日本鉄道文
化財団に対し深甚の謝意を表する。
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